
広報 

大
会
結
果

　

３
月
に
「
続
三
原
郡
史
」
が
発
刊
さ

れ
て
、
約
４
か
月
。
今
月
号
か
ら
「
郡
史

の
拾
い
読
み
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
24
貢

に
掲
載
し
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
号
の
テ
ー
マ
は

「
神
代
」
の
地
名
の
由
来
。
か
つ
て
は

「
く
ま
し
ろ
」、
現
在
で
は
「
じ
ん
だ
い
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
地
名
で
す
が
、

「
た
ま
た
ま

4

4

4

4

広
報
担
当
の
私
の
姓
と
同

じ
」
と
い
う
こ
と
で
、
初
回
の
テ
ー
マ

に
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
し
て
、
少
し
で

も
多
く
の
人
が
、「
南
あ
わ
じ
史
」
に

目
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
・
Ｊ
）

ら

か

室

集

編

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制

度
を
利
用
す
る
と
保
険
料
月

額
１
万
４
６
６
０
円
が
免
除

さ
れ
ま
す
。（
表
1
）

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

　

下
水
道
区
域
、「
津
井
・
広
田
」で
拡
大

　

下
水
道
は
豊
か
な
自
然
を
守

り
、
快
適
な
環
境
を
守
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設

で
す
。
下
水
道
整
備
が
完
了
し

て
い
る
地
域
の
人
は
、
早
期
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
域
の
拡
大

　

７
月
１
日
か
ら
津
井
中
津
浦

地
区
の
一
部
、
７
月
20
日
か
ら

広
田
堂
丸
、
市
場
地
区
の
一
部

区
域
で
下
水
道
が
使
用
可
能
に

な
り
ま
す
。

早
期
接
続
に
奨
励
金

▽
下
水
道
の
供
用
開
始
後
１
年
以

内
に
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、

公
共
ま
す
に
つ
な
ぎ
込
み
を

し
た
人
は
、
３
万
２
４
０
円

▽
下
水
道
の
供
用
開
始
後
１
年

を
超
え
２
年
以
内
の
場
合
は
、

１
万
５
１
２
０
円

問
下
水
道
加
入
促
進
課

　

☎
50
・
３
０
４
１

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し（
再
編
）

　

21
年
度
中
に「（
仮
称
）南

あ
わ
じ
都
市
計
画
区
域
」
が

指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今

月
号
で
は
都
市
計
画
区
域
で

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
建

築
基
準
法
や
都
市
計
画
法
な

ど
の
う
ち
、
主
な
も
の
に
つ

い
て
の
概
略
や
都
市
計
画
区

域
再
編（
案
）、
説
明
会
の
予

定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

南あわじ市を一体的に整備、

開発および保全するため、都

市計画区域を見直します。

現在の都市計画区域外（三原

地域と緑地域の一部）を都市

計画区域に編入します。

一体的なまちづくりが可能となる都市計画区域に
緑都市計画区域

西淡都市計画区域

南淡都市計画区域

（仮称）南あわじ都市計画区域

３つの都市計画区域（現在）

 

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
淡
路
だ
ん
じ
り
祭
写
真
コ
ン

　

ク
ー
ル

▽
特
選
「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」
高
谷
健
司
（
洲

本
市
）▽
準
特
選「
熱
唱
」河
尻
節
男（
伊
加
利
）

▽
同
「
最
後
の
見
せ
場
」
山
本
允
惟
（
淡
路
市
）

▽
入
選
「
見
せ
場
」
山
中
祥
三
朗
（
大
阪
市
）

▽
同「
獅
子
舞
」行
本
篤
司（
淡
路
市
）▽
同「
全

身
全
霊
」
平
岡
大
和
（
福
良
）
▽
佳
作　

上

野
正
乃
（
神
戸
市
）、
赤
松
文
昭
（
洲
本
市
）、

村
上
利
明
（
阿
万
）、
泰
地
清
一
（
市
）、
曽

根
正
行
（
湊
）、
椚
田
一
文
（
洲
本
市
）、
後

藤
和
史
（
洲
本
市
）、
上
野
清
孝
（
市
）、
柏

木
安
弘
（
市
）、
正
井
良
徳
（
神
代
）

◆
淡
路
だ
ん
じ
り
祭
わ
ん
ぱ
く

　

絵
画
展

▽
最
優
秀
賞　

藤
川
嶺
雄
（
市
小
４
年
）
▽

優
秀
賞　

柏
木
萌
花
（
賀
集
小
３
年
）、
天
野

杏
音
（
榎
列
小
３
年
）
▽
和
田
沙
亜
弥
（
湊

小
３
年
）
▽
佳
作　

中
尾
新
（
神
代
小
６
年
）、

雨
堤
大
稀
（
八
木
小
１
年
）

◆
西
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

徳
島
大
会

（
５
月
30
・
31
日
、
徳
島
市
民
吉
野
川
北
岸
運

動
公
園
）

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】
②
山
本
進

◆
兵
庫
県
高
校
総
体
相
撲
競
技

　
（
６
月
７
日
、
姫
路
市
網
干
南
公
園
相
撲
場
）

【
個
人
戦
】
①
池
尻
実

◆
兵
庫
県
中
学
生
相
撲
選
手
権

　

大
会

　
（
６
月
７
日
、
姫
路
市
網
干
南
公
園
相
撲
場
）

【
団
体
戦
】
③
三
原
中
学
校

【
個
人
戦
】
①
福
岡
翔
輝

★
大
会
結
果
は
、
情
報
課
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・

５
１
０
３
、
市
大
会
規
模
以
上
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お知らせ

都
市
計
画
区
域
内
外
に
関
わ
ら

ず
、１
０
０
０
㎡
以
上
３
０
０
０
㎡

未
満
の
宅
地
分
譲
を
目
的
と
す
る

開
発
行
為
に
つ
い
て「
南
あ
わ
じ

市
開
発
指
導
要
綱
」に
よ
る
承
認

申
請
が
必
要
で
す
。

❸
そ
の
他

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、土
地

取
引
の
届
出
が
必
要
と
な
る
面
積

が
、１
万
㎡
以
上
か
ら
５
０
０
０
㎡

以
上
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

都
市
計
画
区
域
再
編（
案
）

　

南
あ
わ
じ
市
を
一
体
的
に
整

備
、
開
発
及
び
保
全
す
る
た
め
、

現
在
の
都
市
計
画
区
域
外
の
「
三

原
地
域
全
域
」
と
「
緑
地
域
の
一

部
」
を
都
市
計
画
区
域
に
編
入
し

ま
す
。
な
お
、
西
淡
地
域
と
南
淡

地
域
に
つ
い
て
は
、
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
（
図
２
参
照
）。

見
直
し
に
関
す
る
説
明
会

▽
八
木
地
区
＝
八
木
地
区
公
民

館
、７
月
13
日（
月
）20
時
〜

▽
榎
列
・
三
原
倭
文
地
区
＝
榎
列
公

民
館
、７
月
15
日（
水
）20
時
〜

▽
三
原
志
知
地
区
＝
三
原
志
知
公

民
館
、７
月
16
日（
木
）20
時
〜

▽
神
代
地
区
＝
神
代
地
区
公
民

館
、７
月
17
日（
金
）20
時
〜

▽
市
地
区
・
市
内
全
地
域
＝
三
原

市
民
セ
ン
タ
ー
、７
月
18
日（
土
）

20
時
〜

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

　

都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ

る
と
建
築
・
開
発
行
為
な
ど
の

取
り
扱
い
が
❶
〜
❸
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
。

❶
建
築
行
為

　

建
築
基
準
法
に
よ
り
建
物

の
新
築
や
増
改
築
な
ど
を
す

る
と
き
に
は
、事
前
に
建
築
確

認
申
請
書
を
提
出
し
、確
認
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。そ
の
際
に
は
、「
建
ぺ
い
率
」

や「
容
積
率
」な
ど
建
物
の
大
き

さ
、道
路
及
び
隣
地
か
ら
の「
斜

線
制
限
」な
ど
に
つ
い
て
制
限
が

生
じ
ま
す
。

　

ま
た
、原
則
敷
地
は
幅
４
ｍ
以

上
の
道
路
に
２
ｍ
以
上
接
し
て

い
る
こ
と（
接
道
義
務
）が
必
要

と
な
り
ま
す（
図
１
参
照
）。

❷
開
発
行
為

　

都
市
計
画
法
に
よ
り
３
０
０
０

㎡
以
上
の
開
発
行
為
に
つ
い
て

許
可
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
区
域
外
で
は
１
万

㎡
以
上
の
開
発
行
為
に
つ
い
て

許
可
申
請
が
、３
０
０
０
㎡
以
上

の
開
発
行
為
に
つ
い
て
県
の
要

綱
に
よ
る
承
認
申
請
が
必
要
で

す
。ま
た
、南
あ
わ
じ
市
で
は
、

図１．建築基準法の集団規定

図
２
．
都
市
計
画
区
域
再
編（
案
）

（表２）申請免除の対象となる年間所得のめやす

免除の種類 単身世帯 ２人世帯 ４人世帯

全額免除 57万円 92万円 162万円

３／４免除 93万円 142万円 230万円

半額免除 141万円 195万円 282万円

１／４免除 189万円 247万円 335万円

※２人世帯＝夫婦のみ、４人世帯＝夫婦＋子ども２人

（表１）免除時の納付額及び受給額

免除の種類 納付月額 年金の受給額

全額免除 0円 全額納めたときの３分の１

３／４免除 3,670円 〃 　　　２分の１

半額免除 7,330円 〃 　　　３分の２

１／４免除 11,000円 〃 　　　６分の５

※全額免除以外は、保険料を納付しなければ未納扱いとなります。

年
金
相
談

▽
日
時

　

８
月
７
日（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午

　

後
３
時

▽
場
所

　

南
淡
公
民
館

問
市
民
課

☎
43
・
５
０
２
３

　

平成 21年経済センサス 基礎調査
届きましたか？調査票

　７月１日、「経済センサス 基礎調査」が行われます。全国すべて

の事業所及び企業が調査対象です。調査票が届きましたら「調査

票の記入のしかた」をご覧の上、もれなくご記入をお願いします。

問南あわじ市役所総務課☎ 43-5001

　総務省統計局、兵庫県統計課

　７月１日、「経済センサス 基礎調査」が行われます。全国すべて

の事業所及び企業が調査対象です。調査票が届きましたら「調査

票の記入のしかた」をご覧の上、もれなくご記入をお願いします。


